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第
12
期
農
地
銀
行
推
進
員

が
、
平
成
26
年
12
月
か
ら
３
年

間
の
任
期
で
、
次
の
と
お
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
農
地
銀
行
推
進
員 

に
は
、
農
地
の
結
び
付
き
活
動

に
ご
尽
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

第
12
期
農
地
銀
行
推
進
員

敬
称
略（
町
名
等
）

★
里
垣
地
区

　
・
前
島
育
男（
東
光
寺
）

　
・
矢
﨑
正
勝（
善
光
寺
）

　
・
貴
家
栄
一（
酒
折
）

★
甲
運
地
区

　
・
加
賀
美
一
吉（
横
根
）

　
・
田
野
口
　
勲（
横
根
）

　
・
市
川
雅
文（
横
根
）

　
・
森
　
信
二（
横
根
）

　
・
杉
原
正
芳（
桜
井
）

　
・
福
島
　
衛（
桜
井
）

　
・
堀
井
公
雄（
川
田
）

　
・
望
月
典
雄（
川
田
）

　
・
隺
田
　
勝（
和
戸
）

　
・
落
合
正
友（
和
戸
）

★
相
川
地
区

　
・
保
坂
幸
延（
上
積
翠
寺
）

　
・
中
澤
好
吉（
下
積
翠
寺
）

　
・
渡
辺
幸
正（
古
府
中
）

　
・
中
澤
千
尋（
塚
原
）

★
千
代
田
地
区

　
・
飯
沼
　
博（
上
帯
那
）

　
・
角
田
源
太
郎（
下
帯
那
）

　
・
植
田
　
泰（
平
瀬
）

★
玉
諸
地
区

　
・
輿
水
昭
洋（
蓬
沢
）

　
・
萩
原
靖
彦（
西
高
橋
）　

　
・
鷹
野
達
雄（
七
沢
）

　
・
鷹
野
勝
也（
上
阿
原
）

　
・
松
野
　
久（
上
阿
原
）

　
・
川
隅
一
彦（
向
）

　
・
大
沼
富
士
夫（
国
玉
）

　
・
栁
澤
　
榮（
国
玉
）

　
・
小
松
文
治（
里
吉
）

★
大
鎌
田
地
区

　
・
向
井
公
雄（
宮
原
・
堀
之
内
）

　
・
石
原
啓
太（
高
室
）

★
二
川
地
区

　
・
伊
藤
　
基（
西
下
条
）

　
・
芹
澤
　
章（
大
津
）

★
山
城
地
区

　
・
内
藤
邦
雄（
下
小
河
原
）

　
・
關
野
　
登（
上
）

　
・
倉
金
幸
広（
上
）

　
・
萩
原
　
斉（
増
坪
）

　
・
内
藤
幸
彦（
増
坪
）

　
・
古
泉
信
義（
小
瀬
）

　
・
越
石
和
昭（
上
今
井
）

　
・
内
藤
和
泉（
上
今
井
）

　
・
市
村
秀
俊（
下
鍛
冶
屋
）

　
・
小
林
和
教（
落
合
）

　
・
酒
井
正
秀（
落
合
）

　
・
西
名
武
洋（
西
油
川
）

　
・
佐
野
安
男（
下
今
井
）

　
・
向
山
章
夫（
小
曲
）

　
・
齊
藤
忠
男（
中
）

　
・
久
保
島
　
平（
東
下
条
）

★
中
道
地
区

　
・
土
屋
三
千
雄（
白
井
）

　
・
土
屋
正
人（
上
曽
根
・
文
珠
）

　
・
楠
間
曉
男（
上
曽
根
・
中
村
）

　
・
志
村
静
男（
上
曽
根
・
下
区
）

　
・
田
中
寿
雄（
下
曽
根
・
中
）

　
・
深
田
喜
徳（
下
曽
根
・
北
）

　
・
宮
沢
幸
洋（
下
曽
根
・
西
）

　
・
米
山
幸
衛（
右
左
口
・
上
宿
）

　
・
長
塚
吉
夫（
右
左
口
・
中
宿
）

　
・
米
永
健
治（
右
左
口
・
下
宿
）

　
・
柿
嶋
　
敦（
右
左
口
・
七
覚
）

　
・
林
部
保
一（
心
経
寺
）

　
・
桑
本
袈
裟
康（
中
畑
）

　
・
飯
寄
征
男（
上
向
山
）

　
・
長
田
孝
夫（
下
向
山
・
金
沢
）

　
・
井
田
慶
喜（
下
向
山
・
松
本
）

★
上
九
一
色
地
区

　
・
橘
田
　
勇（
古
関
）

★
甲
府
市
農
業
協
同
組
合

　
・
米
倉
利
次（
玉
諸
支
店
）

　
・
市
村
竜
太
郎

（
東
地
区
経
済
セ
ン
タ
ー
）

　
・
篠
原
　
透

（
ア
ル
プ
ス
通
り
支
店
）

　
・
佐
藤
久
延（
千
塚
支
店
）

　
・
金
丸
　
修（
大
鎌
田
支
店
）

　
・
望
月
　
潤

　
　（
南
地
区
経
済
セ
ン
タ
ー
）

　
・
浅
川
　
勇（
山
城
支
店
）

★
笛
吹
農
業
協
同
組
合

　
・
田
中
哲
也（
中
道
北
支
所
）

　
・
山
下
登
志
夫（
中
道
南
支
所
）

 

特
　
徴

　
農
地
銀
行
の
農
地
貸
借
は
、

期
限
が
来
れ
ば
耕
作
権
が
発
生

す
る
こ
と
な
く
、
農
地
は
貸
し

手
に
返
っ
て
き
ま
す
。
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
く
、

正
式
な
貸
借
な
の
で
安
心
で
す
。

 

奨
励
金

　
耕
作
地
50
ａ
以
上
に
な
る
認

定
農
業
者
が
借
り
る
場
合
、
借

り
手
に
奨
励
金
が
出
ま
す
。

【
10
ａ
当
た
り
の
奨
励
金
額
】

　
期
間
３
年
以
上
６
年
未
満

　
青
地
農
地
１
５
，
０
０
０
円

　
白
地
農
地
１
０
，
０
０
０
円

　
期
間
６
年
以
上

　
青
地
農
地
３
０
，
０
０
０
円

　
白
地
農
地
２
０
，
０
０
０
円

 

要
　
件

　 

農
地
銀
行
で
農
地
を
借
り
る

場
合
の
要
件

　
・
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地

　
・ 

借
り
手
の
農
業
従
事
日
数

が
年
間
150
日
以
上

　
・ 

借
り
手
は
借
り
る
農
地
を

含
め
て
20
ａ
以
上
（
宮
本
・

能
泉
・
上
九
地
区
は
10
ａ
以

上
）
耕
作
し
て
い
る

農
地
銀
行
推
進
員

　
　
　

新
体
制
に
つ
い
て

推進員委嘱状交付式の様子
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長
野
県
伊
那
市
農
業
委
員
会

　
平
成
26
年
11
月
21
日
（
金
）

に
伊
那
市
農
業
委
員
会
へ
の

視
察
研
修
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

　
伊
那
市
は
昨
年
５
月
に
農

林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

て
お
り
、
そ
の
活
動
が
評
価

さ
れ
た
「
地
域
一
体
と
な
っ

た
遊
休
農
地
の
大
規
模
再
生
」

及
び
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

で
の
農
地
集
積
、
有
効
活
用
、

担
い
手
の
育
成
な
ど
の
各
事

例
に
つ
い
て
研
修
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
伊
那
市
に
開
園
し

て
い
る
農
業
公
園
施
設
「
み

は
ら
し
フ
ァ
ー
ム
」
は
農
業

の
生
産
普
及
・
展
示
体
験
・

レ
ジ
ャ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
機
能
を
有
し
、
農
業
へ
の

理
解
の
増
進
や
人
材
の
確
保

育
成
を
図
り
、
地
域
農
業
の

振
興
と
次
世
代
の
担
い
手
を

育
成
す
る
農
業
拠
点
施
設
と

し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
研

修
い
た
し
ま
し
た
。

　
毎
月
の
定
例
総
会
・
農
地

調
査
・
運
営
委
員
会
・
各
地

域
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
編
集
委

員
会
な
ど
の
各
会
議
、
農
地

利
用
状
況
調
査
・
農
地
利
用

集
積
業
務
・
農
地
基
本
台
帳

補
筆
修
正
業
務
互
助
会
総
会
、

各
地
域
に
お
い
て
の
農
業
に

対
す
る
相
談
・
手
続
業
務
、

更
に
は
研
修
や
行
事
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

○
８
月
20
日
（
水
）

　
甲
府
市
南
公
民
館

　
第
22
期
甲
府
市
農
業
委
員

　
業
務
研
修
会

○
９
月
17
日
（
水
）

　
甲
府
市
役
所
会
議
室

　
群
馬
県
渋
川
市
農
業
委
員
会

　
視
察
研
修
対
応

○
10
月
２
日
（
木
）
３
日
（
金
）

　
笛
吹
市
石
和
町

　
山
梨
県
市
町
村
農
業
委
員
会

　
会
長
会
議

○
10
月
15
日
（
水
）

　
甲
府
市
役
所
市
長
室

　
平
成
27
年
度
甲
府
市
へ
の
建

　
義
書
提
出

○
11
月
4
日
（
火
）

　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
地
区
別
農
業
委
員
等
研
修
会

○
11
月
5
日
（
水
）

　
甲
府
市
役
所
会
議
室

　
鹿
児
島
市
農
業
委
員
会

　
視
察
研
修
対
応

○
11
月
20
日
（
木
）

　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
県
農
政
推
進
農
業
委
員
大
会

○
１
月
22
日
（
木
）

　
ブ
ロ
ッ
ク
別
現
地
研
修
会

　
中
・
南
ブ
ロ
ッ
ク

　
笛
吹
川
沿
岸
土
地
改
良
区

組
合
の
理
事
改
選
に
伴
い
、

田
中
良
彦
委
員
か
ら
米
永
健

治
委
員
に
９
月
18
日
付
け
で

交
代
い
た
し
ま
し
た
。

　
田
中
良
彦
様
に
は
長
い
間

ご
活
躍
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
・
米よ
ね

永な
が

　
健け
ん

治じ 

委
員

　
・
南
ブ
ロ
ッ
ク

　
・
甲
府
市
右
左
口
町

　
　
　
五
味
　
善
三 

様

　
平
成
26
年
度
の
甲
府
市
農

業
賞
は
右
左
口
町
の
五
味
善

三
様
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
味
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
花
苗
の
市
場
出
荷
、
野

菜
苗
に
お
い
て
は
「
炭
素
循

環
型
農
法
」
に
よ
る
栽
培
方

法
で
安
心
安
全
な
美
味
し
い

作
物
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
更
に
地
域
貢
献
と
し
て
花

卉
・
野
菜
の
作
物
指
導
を
行

う
な
ど
就
農
を
目
指
す
研
修

生
の
育
成
に
も
尽
力
し
て
お

り
ま
す
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

農
業
の
振
興
の
発
展
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
活
動
報
告

ブロック別現地研修会（七覚）

第４１回甲府市農林業まつりで表彰

長野県伊那市視察

先
進
地
視
察
研
修

農
業
委
員
の
研
修
等

農
業
委
員
さ
ん
が

   

代
わ
り
ま
し
た

祝
・
甲
府
市
農
業
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管

理
）に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ギ
ャ
ッ
プ
）
と
は

　「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
（
良
い
）　
Ａ
ｇ

ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
（
農

業
）　
Ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ（
や

り
方
）」
の
略
語
で
、「
良
い
農

業
の
や
り
方
」
と
訳
せ
ま
す
。

　
少
し
難
し
く
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
つ
ま
り
Ｇ
Ａ
Ｐ
と

は
農
家
の
み
な
さ
ん
が
「
良
い

農
業
」
を
実
現
す
る
た
め
の
道

具
（
手
法
）
と
し
て
活
用
す
る

も
の
で
す
。

　
農
産
物
を
栽
培
し
、
収
穫
・

出
荷
す
る
ま
で
に
幾
つ
も
の
作

業
工
程
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作

業
工
程
の
中
に
は
、
様
々
な
リ

ス
ク
が
潜
ん
で
お
り
、
一
つ
作

業
を
間
違
え
る
と
農
業
経
営
に

影
響
を
与
え
る
問
題
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
農
薬
の
間
違
っ
た

使
用
に
よ
る
残
留
農
薬
の
基
準

違
反
、農
作
業
中
の
機
械
事
故
、

農
薬
や
肥
料
の
河
川
流
出
に

よ
る
地
下
水
の
汚
染
な
ど
様
々

な
問
題
の
発
生
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
こ
の
よ
う
な
問
題

の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、「
儲

か
る
農
業
」「
持
続
可
能
な
農

業
」「
楽
し
い
農
業
」
等
々
を

実
現
す
る
た
め
の
道
具
と
な
り

ま
す
。

　
次
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
具
体
的
な
方

法
を
紹
介
し
ま
す
。
先
ず
、
農

作
業
毎
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題

の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
か
書
き

出
し
ま
す
。
次
に
そ
の
問
題

が
発
生
す
る
要
因
は
何
か
、
発

生
さ
せ
な
い
た
め
に
は
何
が
必

要
か
を
整
理
し
ま
す
。
こ
れ
ら

点
検
項
目
を
ま
と
め
た
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
な

が
ら
、
農
業
生
産
活
動
の
各
工

程
の
正
確
な
実
施
、
記
録
、
点

検
及
び
評
価
、
改
善
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
農
業
に

近
づ
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
甲
府
市
内
に
お
い
て

も
、
Ｊ
Ａ
甲
府
市
果
実
部
ぶ
ど

う
部
会
及
び
蔬
菜
部
な
す
部
会

に
お
い
て
部
会
員
に
よ
る
Ｇ
Ａ

Ｐ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
近
年
、
食
品
へ
の
農
薬
混
入

事
案
、
加
工
品
へ
の
異
物
混
入

な
ど
食
品
の
安
全
・
安
心
を
揺

る
が
す
事
件
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
と

お
り
で
す
。
　

　
い
つ
こ
の
よ
う
な
問
題
が
農

産
物
の
生
産
段
階
に
お
い
て
発
生

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

一
度
発
生
す
る
と
、
農
家
自
身
の

問
題
に
留
ま
ら
ず
、
産
地
全
体
の

安
心
・
安
全
を
揺
る
が
す
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
是
非
、
経
営
改
善
を
図
る
た

め
に
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
は
、
中
北
農
務
事
務
所
農

業
農
村
支
援
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

 

　
平
成
26
年
２
月
の
大
雪
は
、

甲
府
の
最
大
積
雪
深
が
114
㎝

に
達
し
、
多
く
の
農
業
用
ハ
ウ

ス
が
倒
壊
す
る
な
ど
、
農
業
関

係
で
は
過
去
最
大
級
の
被
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
今
回
の
大
雪
の
中
で

も
ハ
ウ
ス
の
補
強
や
降
雪
時

の
対
応
に
よ
り
、
被
害
を
回
避

し
た
施
設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
事
例
を
参
考
に
技

術
的
な
対
策
を
取
り
ま
と
め

た
「
農
業
用
ハ
ウ
ス
と
果
樹
棚

の
雪
害
防
止
対
策
指
針
」（
大

雪
に
対
す
る
技
術
対
策
資
料
）

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
被
害
防
止
の
た
め
の
参
考

資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
詳
細
は
こ
ち
ら
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

htt
p://w

w
w.p

r
ef.y

a
m
a
n
a
s
h
i.

j
p/n

o
u
g
y
o
-
g
jt/

「
大
雪
か
ら
農
業
用
ハ
ウ
ス

を
守
っ
た
方
々
の
対
策
」

一�

　
事
前
に
補
強
対
策
を
実

施
し
た
事
例

◯ 

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
骨
材
の

一
部
に
48
㎜
の
太
い
パ
イ

プ
を
使
用
し
て
補
強

◯ 

ア
ー
チ
部
分
を
パ
イ
プ
や

引
っ
張
り
線
な
ど
に
よ
っ

て
補
強

◯ 

直
管
パ
イ
プ
を
利
用
し
た

補
強

　
こ
う
し
た
対
策
は
、
降
雪
時

に
応
急
的
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
風
雪

害
の
回
避
の
た
め
に
準
備
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
事
前

の
補
強
対
策
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

二�

　
降
雪
時
に
融
雪
と
除
雪

作
業
を
徹
底
し
て
実
施
し

た
事
例

◯ 

雪
の
降
り
始
め
か
ら
、
加
温

機
を
通
常
よ
り
高
い
温
度

で
稼
働
さ
せ
、
室
温
を
上
げ

る
こ
と
で
融
雪
し
た
。

◯ 

ハ
ウ
ス
屋
根
、
谷
間
の
雪
下

ろ
し
を
雪
が
や
む
ま
で
続

け
た
。

◯ 

除
雪
が
間
に
合
わ
な
い
と

判
断
し
、
ビ
ニ
ー
ル
を
思
い

切
っ
て
破
い
て
ハ
ウ
ス
内

部
に
落
雪
さ
せ
て
倒
壊
を

回
避
し
た
。

　
早
め
の
融
雪
、
除
雪
の
実

施
。
ま
た
、
大
雪
時
に
は
ビ

ニ
ー
ル
を
切
る
な
ど
緊
急
的

な
対
応
を
し
た
ハ
ウ
ス
で
倒

壊
を
回
避
し
て
お
り
、
状
況
に

合
わ
せ
た
適
切
な
対
応
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
、
調
査
結
果

か
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）
℡
０
５
５
１
―
２
３
―
３
２
９
１

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ギ
ャ
ッ
プ
）
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

農
業
用
ハ
ウ
ス
と
果
樹
棚
の

　

雪
害
防
止
対
策
指
針
を

策
定
し
ま
し
た

Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
・
実
践
の
流
れ
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農
業
後
継
者
問
題
に
つ
い
て

　
川
田
町
　
堀ほ
り

井い

　
公き
み

雄お

　
現
在
の
甲
運
地
区
に
お
け
る

専
業
・
兼
業
農
家
数
は
300
軒
程

あ
り
ま
す
が
年
々
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
本
格
的
に
農
業
を
始
め

た
の
は
、
今
か
ら
35
年
前
の
32

歳
の
時
で
し
た
が
、
当
時
は
毎

年
農
繁
期
に
は
葡
萄
栽
培
を
行

い
、
農
閑
期
に
お
い
て
は
ア
ル

バ
イ
ト
を
す
る
と
い
う
生
活
で

し
た
。

　
将
来
の
人
生
設
計
に
つ
い
て

迷
っ
て
い
た
そ
の
頃
に
、
同
級

生
の
一
人
が
ハ
ウ
ス
栽
培
を
や

ら
な
い
か
」
と
話
を
持
ち
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
生
業
と
す
る

な
ら
専
業
農
家
の
方
が
力
も
入

る
し
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思

い
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て

て
専
業
農
家
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
経
営
拡
大
の
為
に

果
樹
園
を
借
り
130
ａ
の
葡
萄
栽

培
を
行
い
、
繁
忙
期
に
は
近
所

の
人
手
を
借
り
な
が
ら
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
機
械

化
が
進
み
作
業
効
率
も
良
く
余

裕
が
で
き
、
余
暇
を
楽
し
む
時

間
も
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
農
業
経
営
は
資
材
・

農
機
具
・
人
件
費
等
の
経
費
が

高
騰
し
て
お
り
、
農
家
の
売
り

上
げ
か
ら
差
し
引
く
と
利
益
薄

が
現
実
で
す
。

　
さ
ら
に
甲
運
地
区
に
お
い
て

は
、
都
市
開
発
が
活
発
に
行
わ

れ
住
宅
地
や
商
業
施
設
、
さ
ら

に
は
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
へ

の
転
用
が
目
立
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
現
実
を
考
え
る
と

本
気
で
農
業
を
引
き
継
い
で
行

く
こ
と
は
厳
し
い
の
が
現
状
で

あ
り
後
継
者
に
推
奨
す
る
の
も

心
苦
し
い
状
況
で
す
。

　
又
、
現
状
の
農
地
に
つ
い
て

も
放
棄
地
や
遊
休
化
が
見
受
け

ら
れ
果
樹
園
は
年
々
減
少
し
て

お
り
ま
す
。

　
以
前
の
様
に
農
地
を
借
り
て

で
も
、
農
業
を
頑
張
り
安
定
し

た
収
入
を
得
る
こ
と
で
希
望
が

持
て
れ
ば
、
後
継
者
の
問
題
に

つ
い
て
も
多
少
改
善
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

農
業
の
移
り
変
わ
り

右
左
口
町
　
長な

が

塚つ
か

　
吉よ
し

夫お

　
私
が
右
左
口
町
に
生
を
受
け

て
63
年
が
経
ち
ま
し
た
。
幼
少

期
で
物
心
が
つ
く
頃
の
我
が
家

に
お
い
て
は
、
台
所
と
寝
床
以

外
の
家
の
中
は
お
蚕
さ
ん
で

ビ
ッ
シ
リ
で
し
た
。
当
時
は
家

族
全
員
が
父
親
の
号
令
で
作
業

を
行
い
、
私
も
小
さ
い
な
が
ら

お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
農
閑

期
に
な
る
と
父
親
が
甲
府
の
中

心
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
「
好

き
な
物
を
食
べ
て
い
い
ぞ
！
」

と
、
そ
れ
が
子
ど
も
な
が
ら
に

嬉
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
れ
か
ら
時
が
過
ぎ
、
養
蚕

業
は
中
国
か
ら
の
安
い
生
糸
に

押
さ
れ
、
国
内
の
養
蚕
農
家
は

減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
我
が

家
に
お
い
て
も
経
営
方
針
の
転

換
を
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、
畜
産

業
を
中
心
に
生
計
を
立
て
る
こ

と
で
頑
張
り
ま
し
た
。
再
び
時

が
経
つ
と
、
世
界
経
済
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
に
つ
れ
て
、

諸
外
国
か
ら
安
価
な
畜
産
物
が

輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
地
域
へ
の
環

境
配
慮
等
も
あ
り
畜
産
業
か
ら

ま
た
も
方
針
転
換
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
現
在
で
は
果
樹
・

蔬
菜
を
中
心
に
し
て
、
私
が
農

業
を
引
き
継
い
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
以
前
か
ら
農
政
環
境
へ
の
関

心
は
あ
り
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
あ
り
方
、
食
の
安
全
に
対
す

る
感
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
地

域
社
会
や
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　
中
道
地
区
の
農
地
の
移
り
変

わ
り
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
下

向
山
町
に
は
大
規
模
な
太
陽
光

発
電
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
発
電
事
業
を
一
例
に
し

て
も
農
業
に
対
す
る
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
こ
と
を
充
分
考
慮

し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
農
業
が
直
面
す
る
気
候
変
動

に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
か
ら
、
世
界
規
模
で
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
中
道
地
区

に
お
い
て
も
異
常
気
象
の
影
響

で
耕
地
や
水
源
の
確
保
等
に
深

刻
な
る
問
題
が
起
こ
ら
な
い
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
他
に
も
農
業
を
取
り
巻
く
移

り
変
わ
り
は
激
し
く
問
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
世
代
に
光
り
が
射
す
こ
と
を

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
の
エ
ッ
セ
イ
集

農  

感  

記

第
三
十
一
集
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平
成
27
年
度
農
業
臨
時
雇

賃
金
等
標
準
額
に
つ
い
て
は
、

４
月
中
に
甲
府
市
農
協
・
笛
吹

農
協
、
市
関
係
機
関
の
窓
口
に

配
布
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金

だ
け
で
は
不
十
分
な
老
後
の

生
活
費
を
農
業
者
が
年
金
の

形
で
受
給
で
き
る
よ
う
設
け

ら
れ
た
公
的
年
金
制
度
で
す
。

  

　
平
成
25
年
及
び
26
年
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
農
地
賃
貸

借
契
約
に
お
け
る
賃
借
料
の

水
準
額
等
は
、
左
記
の
と
お
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
賃
貸
借
を
行
う
際
の
参
考

に
し
て
下
さ
い
。

※
１ 

　
デ
ー
タ
数
は
集
計
に

用
い
た
筆
数
で
す
。

※
２ 

　
金
額
は
、
算
出
結
果
を

四
捨
五
入
し
て
100
円
単

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
３ 

　
表
中
の
数
値
は
、
平

均
額
＋－
70
％
を
逸
脱
す
る

デ
ー
タ
は
除
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
に
甲
府
市

中
道
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
新

装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

 

・
住
所
　
下
曽
根
町
1070
番
地
３

 

・
電
話
　
２
６
６
―
３
８
５
８

 

・
営
業
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

 

・
定
休
日

　
　
毎
週
火
曜
日

　
　（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
年
末
年
始

　
こ
れ
ま
で
の
農
産
物
直
売

所
に
比
べ
、
売
り
場
面
積
・
加

工
ス
ペ
ー
ス
共
に
広
が
り
ま

し
た
。

　
中
道
地
区
の
新
鮮
で
美
味

し
い
四
季
折
々
の
農
産
物
加

工
品
や
山
梨
県
の
お
土
産
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
編
集
委
員
の
皆
様
、
農
感
記

へ
の
委
員
か
ら
の
ご
寄
稿
、
さ

ら
に
関
係
機
関
と
し
て
紙
面
・

写
真
に
つ
い
て
ご
協
力
下
さ

い
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

　
こ
の
制
度
は
、
農
業
・
農
村

が
持
っ
て
い
る
水
源
か
ん
養
・

洪
水
の
防
止
・
土
壌
の
侵
食
や

崩
壊
の
防
止
機
能
を
重
視
し
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
深

刻
な
状
況
に
あ
る
中
山
間
地

域
で
の
農
業
生
産
の
維
持
を

図
り
、
多
面
的
機
能
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
第

４
次
対
策
と
し
て
、
法
律
に

基
づ
き
実
施
す
る
予
定
で
す
。

協
定
書
提
出
期
限
は
、
平
成
27

年
８
月
31
日
で
す
。

　
協
定
を
希
望
さ
れ
る
対
象

の
皆
さ
ん
は
農
政
課
へ
、
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
実
績

協
定
名:

平
瀬
町
他
８
集
落

協
定
参
加
者:

143
名

協
定
農
用
地:

急
・
緩
傾
斜

協
定
面
積:

２
９
０
３
７
４
㎡

交
付
金
額:

２
９
６
万
６
６
６
２
円

農
政
課

　
℡
　
２
９
８
‐
４
８
３
６

作物区分 甲府市平均
旧甲府市

（平坦地）

旧甲府市

（山間地）
旧中道町

水　稲

平均額 １１,９００ １２,０００ － １１,４００

最 高 額 ２０,８００ ２０,８００ － １８,９００

最 低 額 ５,５００ ５,５００ － ３,６００

データ数 １５３ １２７ － ２７

野　菜

平均額 １１,６００ １２,１００ － １０,１００

最 高 額 ２０,８００ ２０,８００ － ２０,０００

最 低 額 ４,７００ ４,７００ － ４,８００

データ数 １６７ ８２ － ８３

果　樹

平均額 １７,５００ ２０,１００ １６,７００ ７,９００

最 高 額 ３２,３００ ３５,６００ ３１,１００ １５,６００

最 低 額 ５,７００ ６,８００ ６,８００ ３,８００

データ数 １７０ １００ ５５ ２２

（円／１０a当たり）
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